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主な質問

Q.「高校での探究」を「大学入学者選抜」に効果的に繋げるために
必要な施策は何でしょうか。

Q. 教師は専門以外に必要な教科（探究や特別活動など）、スキル
（資質・能力育成、ICT利用、など）、外部との連携（SSHや地域
連携、キャリア教育など）、入試の多様化（志望理由書や面接指導
など）など求められすぎており、疲弊している。どうすればいい
か？

Q. 次に10年調査に類似する調査を行う場合、どのくらいの調査年
数で実施すればいいでしょうか？
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